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1972徳島市生まれ。徳島、東京、ロンドンの３大学（４研究室）

で、都市計画、交通工学、景観デザイン、先端建築学を学ぶ。

2002-2006英Space Syntax社において、都心の再開発

やウォーカブルな都市再生プロジェクトを担当。2006スペース

シンタックス・ジャパン株式会社を設立、以後、現職。全国各地の

駅周辺再整備や、中心市街地再生等に取り組む。2015～東京

大学まちづくり大学院非常勤講師。著書に『パブリックライフ学

入門』（共訳）など。

スペースシンタックス・ジャパン株式会社 代表取締役

日 時 12月13日（土） 16:30～18:30

会 場
広島都心会議ショウルーム（紙屋町シャレオ 西通り7）

※ Zoomでの配信も行います

【主催】公益社団法人 日本都市計画学会中国四国支部 企画・研究委員会

参 加
参加ご希望の方は、QRコードからお申し込みください。（参加無料）

申込締切：2025年12月1１日（木）

QRコードが使えない方はこちら ⇒https://forms.office.com/r/WwbnUA8wX7

※ご不明点等ございましたら、下記アドレス宛にご連絡ください。

企画・研究委員会 担当アドレス ：tamuras@hiroshima-u.ac.jp


